
　
令
和
元
年
9
月
岡
山
県
議

会
定
例
会
が
9
月
9
日
か
ら

10
月
3
日
ま
で
の
25
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、私
の
所
属
す
る
民
主・

県
民
ク
ラ
ブ
の
代
表
質
問
の

内
容
に
つ
い
て
、
質
問
・
答

弁
内
容
の
要
旨
を
一
部
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と

生
き
活
き
岡
山
の
実
現
に

向
け
た
課
題
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害

か
ら
1
年
2
カ
月
が
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
県
は

9
月
補
正
予
算
を
含
め
、
総

額
約
1
，
2
7
9
億
円
に
上

る
豪
雨
災
害
関
連
予
算
を
編

成
し
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を

最
優
先
に
取
り
組
み
、
併
せ

て
、
生
き
活
き
岡
山
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生

き
活
き
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間

の
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
な
が
ら
進
捗
状
況
や
現

状
に
沿
っ
た
効
果
的
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

10
年
20
年
先
の
岡
山
の
姿
を

見
据
え
た
長
期
的
視
点
に
立

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
目

標
を
共
有
し
な
が
ら
各
種
施

策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、「
生
き
活
き
岡
山

の
実
現
」
に
向
け
て
、
現
時

点
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題
お

よ
び
、
ど
こ
に
的
を
絞
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知

事
の
ご
決
意
を
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】
伊
原
木
知
事

　
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生

き
活
き
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
施

策
も
あ
る
一
方
、
少
子
化
対

策
な
ど
、
努
力
を
要
す
る
課

題
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
教
育
再
生

と
産
業
振
興
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
地
方
創
生
や
、
よ

り
災
害
に
強
い
岡
山
の
実
現

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

み
、
す
べ
て
の
県
民
が
明
る

い
笑
顔
で
暮
ら
す
「
生
き
活

き
岡
山
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。地

域
産
業
振
興
事
業
に

つ
い
て

　
本
県
の
産
業
振
興
を
推
進

す
べ
く
、
岡
山
・
産
学
官
連

携
推
進
会
議
を
設
立
し
取
り

組
ん
で
き
た
。
本
年
10
月
に

は
、
企
業
、
大
学
と
県
が
組

織
的
に
よ
り
連
携
を
強
化

し
、
産
業
振
興
に
取
り
組
む

た
め
、「
企
業
と
大
学
と
の

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
、
自
動
車
関
連

分
野
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
関
連

分
野
、
そ
の
他
県
内
産
業
に

好
循
環
を
も
た
ら
し
成
長
が

期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
け
る

企
業
の
技
術
開
発
力
の
向
上

と
、
若
者
の
県
内
定
着
と
い

う
好
循
環
を
促
進
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、こ
の
事
業
が
、

県
内
産
業
全
体
の
底
上
げ
を

図
る
体
制
の
構
築
な
ら
び

に
、
中
小
企
業
を
中
堅
企
業

へ
と
押
し
上
げ
る
原
動
力
に

も
つ
な
が
る
事
業
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
現
時

点
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

体
制
で
事
業
が
進
め
ら
れ
、

ま
た
、
そ
の
研
究
も
し
く
は

開
発
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

の
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

9月9日 ～ 10月2日
令和元年9月 岡山県議会定例会
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　令
和
元
年
9
月
岡
山
県
議

会
定
例
会
が
9
月
9
日
か
ら

10
月
2
日
ま
で
の
24
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
私
の
所
属
す
る
民

主
・
県
民
ク
ラ
ブ
の
代
表
質

問
の
内
容
に
つ
い
て
、
質

問
・
答
弁
内
容
の
要
旨
を
一

部
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害

か
ら
1
年
2
カ
月
が
経
過

し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
県
は

9
月
補
正
予
算
を
含
め
、
総

額
約
1
，
2
7
9
億
円
に
上

る
豪
雨
災
害
関
連
予
算
を
編

成
し
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を

最
優
先
に
取
り
組
み
、
併
せ

て
、
生
き
活
き
岡
山
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生

き
活
き
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間

の
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
な
が
ら
進
捗
状
況
や
現

状
に
沿
っ
た
効
果
的
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

10
年
20
年
先
の
岡
山
の
姿
を

見
据
え
た
長
期
的
視
点
に
立

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
目

標
を
共
有
し
な
が
ら
各
種
施

策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
「
生
き
活
き
岡

山
の
実
現
」
に
向
け
て
、
現

時
点
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題

お
よ
び
、
ど
こ
に
的
を
絞
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

知
事
の
ご
決
意
を
伺
い
た

い
。

【
答
弁
】
伊
原
木
知
事

　新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
生

き
活
き
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
施
策

も
あ
る
一
方
、
少
子
化
対
策

な
ど
、
努
力
を
要
す
る
課
題

も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
教
育
再
生

と
産
業
振
興
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
地
方
創
生
や
、
よ

り
災
害
に
強
い
岡
山
の
実
現

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

み
、
す
べ
て
の
県
民
が
明
る

い
笑
顔
で
暮
ら
す
「
生
き
活

き
岡
山
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
本
県
の
産
業
振
興
を
推
進

す
べ
く
、
岡
山
・
産
学
官
連

携
推
進
会
議
を
設
立
し
取
り

組
ん
で
き
た
。
本
年
1
0
月

に
は
、
企
業
、
大
学
と
県
が

組
織
的
に
よ
り
連
携
を
強
化

し
、
産
業
振
興
に
取
り
組
む

た
め
、
「
企
業
と
大
学
と
の

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
、
自
動
車
関
連

分
野
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
関
連

分
野
、
そ
の
他
県
内
産
業
に

好
循
環
を
も
た
ら
し
成
長
が

期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
け
る

企
業
の
技
術
開
発
力
の
向
上

と
、
若
者
の
県
内
定
着
と
い

う
好
循
環
を
促
進
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
事
業

が
、
県
内
産
業
全
体
の
底
上

げ
を
図
る
体
制
の
構
築
な
ら

び
に
、
中
小
企
業
を
中
堅
企

業
へ
と
押
し
上
げ
る
原
動
力

に
も
つ
な
が
る
事
業
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
現

時
点
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
事
業
が
進
め
ら

れ
、
ま
た
、
そ
の
研
究
も
し

く
は
開
発
の
成
果
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、

知
事
の
ご
所
見
を
伺
い
た

い
。

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と

生
き
活
き
岡
山
の
実
現
に

向
け
た
課
題
に
つ
い
て

地
域
産
業
振
興
事
業
につい

て

新晴れの国　おかやま
生き活きプラン

平成29年度からの4年間で取り組む重点戦
略や施策を盛り込んでおり、県政の最上位
に位置付けられる総合的な計画。すべての
県民が明るい笑顔で暮らす「生き活き岡
山」の実現を目指す。

新晴れの国　おかやま
生き活きプラン

平成29年度からの4年間で取り組む重点
戦略や施策を盛り込んでおり、県政の最
上位に位置付けられる総合的な計画。す
べての県民が明るい笑顔で暮らす「生き
活き岡山」の実現を目指す。

県議会だより No.2



県議会だより No.2

【
答
弁
】
伊
原
木
知
事

　
県
内
企
業
の
技
術
実
態
に

詳
し
い
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
2
名
を
含
む
7
名

体
制
で
、
各
大
学
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
と
連
携
し

て
、
県
内
企
業
と
大
学
研
究

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
共
同

研
究
等
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
研
究
開
発
の

成
果
は
、
新
技
術
・
新
製
品

の
創
出
は
も
と
よ
り
、
技
術

開
発
力
・
企
画
提
案
力
に
優

れ
た
魅
力
あ
る
県
内
企
業
の

育
成
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
新
た

な
雇
用
の
創
出
と
優
秀
な
学

生
の
県
内
定
着
を
促
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
支
援

に
つ
い
て

　
本
年
上
半
期
の
県
内
交
通

事
故
発
生
状
況
は
、
前
年
同

期
と
比
べ
て
人
身
事
故
件
数

や
負
傷
者
は
減
っ
た
も
の

の
、
死
亡
事
故
は
35
件
36
人

と
3
件
4
人
の
増
加
と
な

り
、
高
齢
者
が
被
害
者
・
加

害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
結
果
と
な
っ
た
。
ま

た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
操
作
不
適
な
ど
の
交
通
事

故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
国
的
に
も
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
運
転
の

啓
発
活
動
や
運
転
免
許
証
返

納
を
促
す
取
り
組
み
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
県
に

お
い
て
は
、
免
許
証
を
自
主

返
納
等
し
た
高
齢
者
を
支
援

す
る
た
め
に
「
お
か
や
ま
愛

カ
ー
ド
」
を
発
行
し
、
協
賛

店
や
協
賛
車
で
カ
ー
ド
を
提

示
す
れ
ば
割
引
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
引

部
分
を
協
賛
事
業
者
が
負
担

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
運
転
免
許
証
返
納
な

ど
が
進
め
ば
、
協
賛
事
業
者

へ
の
負
担
は
今
ま
で
以
上
に

大
き
く
な
る
こ
と
は
協
賛
事

業
の
負
担
に
も
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
仕
組
み
に
つ
い

て
、
県
警
本
部
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

【
答
弁
】
県
警
本
部
長

　
現
在
の
日
本
社
会
は
急
速

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
運
転
免
許
返
納
後

の
「
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
」
は
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
が
関
係
す
る
重
大
交

通
事
故
の
発
生
は
社
会
の
関

心
も
高
く
、
県
内
に
お
き
ま

し
て
も
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
返
納
者
数
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県
警

察
で
は
、
運
転
免
許
を
返
納

さ
れ
た
高
齢
者
の
方
の
生
活

支
援
や
移
動
の
手
段
の
確
保

を
目
的
と
し
て
、
各
種
料
金

の
割
引
等
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
「
お
か
や

ま
愛
カ
ー
ド
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
約

2
，
5
0
0
も
の
事
業
所
、

店
舗
等
が
賛
同
し
、
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
事
業
を

無
理
な
く
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
参
加
し
て
い
た
だ
く

事
業
所
等
に
は
、
利
用
者
が

増
加
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
考

え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

社
会
全
体
で
運
転
免
許
を
返

納
さ
れ
た
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
た
め
、
今
後
も
「
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
事
業
の

充
実
を
図
り
、
参
加
事
業
所

等
が
増
え
る
よ
う
に
、
働
き

掛
け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
に
つ
い
て

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
平
均
正
答
率
の
全
国
順
位

で
、
本
県
の
小・中
学
校
は
、

と
も
に
昨
年
よ
り
順
位
を
上

げ
た
も
の
の
、
同
一
正
答
率

に
5
～
6
県
が
並
び
、
少
し

の
数
値
変
動
で
順
位
は
大
き

く
変
わ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
多
少
の
順
位
変
動
に
一
喜

一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
教
育
施
策

や
教
育
指
導
の
改
善
・
充
実

に
活
用
す
る
と
い
う
、
調
査

の
趣
旨
に
則
っ
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
回
の
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結

果
に
対
す
る
知
事
と
教
育
長

の
ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

2019 年度
全国学力テスト　　　
正答率ランキング

岡山県：29 位 (64.50％ )
( 他 5 県が同一正答率 )

兵庫県：29 位 (64.50％ )
鳥取県：29 位 (64.50％ )
栃木県：29 位 (64.50％ )
千葉県：29 位 (64.50％ )
福島県：29 位 (64.50％ )

～参考～
10 位：4 県が同一正答率
23 位：6 県が同一正答率
35 位：5 県が同一正答率
40 位：4 県が同一正答率

岡山県科目別正答率ランキング
国語：23 位 (64.00％ )
算数：33 位 (65.00％ )

2019 年度
全国学力テスト　　　
正答率ランキング

岡山県：24 位 (62.33％ )
( 他 5 県が同一正答率 )

長野県：24 位 (62.33％ )
長崎県：24 位 (62.33％ )
鳥取県：24 位 (62.33％ )
奈良県：24 位 (62.33％ )
栃木県：24 位 (62.33％ )

～参考～
10 位：3 県が同一正答率
13 位：6 県が同一正答率
24 位：6 県が同一正答率
35 位：4 県が同一正答率

岡山県科目別正答率ランキング
国語：17 位 (73.00％ )
数学：15 位 (60.00％ )
英語：32 位 (54.00％ )

中学生 小学生
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ま
た
、
3
年
前
の
小
学
6

年
生
と
現
在
の
中
学
3
年
生

の
結
果
を
比
較
分
析
す
る
な

ど
、
同
一
集
団
の
経
年
変
化

を
分
析
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
本
年
度
の
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
見
る
と
、
学
年

が
上
が
り
、
学
習
内
容
も
難

し
く
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
そ
の
割
合
は
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
ど
の
よ
う
な

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
教
育
長
に
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】
伊
原
木
知
事

　
生
き
活
き
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、「
教
育
県
岡
山
の
復
活
」

を
最
重
点
戦
略
に
位
置
付

け
、
毎
年
度
の
調
査
結
果
も

踏
ま
え
、
教
育
施
策
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
学
力
や
学
習
習
慣

な
ど
に
お
い
て
一
定
の
成
果

や
改
善
の
兆
し
も
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。県
教
委
に
は
、

調
査
結
果
を
分
析
し
、
課
題

の
克
服
に
向
け
、
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
答
弁
】
教
育
長

　
今
回
の
結
果
か
ら
、
小
学

校
で
は
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
説
明
す
る
こ
と
や
算
数

の
基
礎
的
な
内
容
の
定
着

に
、
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

国
語
や
数
学
に
お
け
る
活
用

力
や
英
語
の
基
礎
的
な
内
容

の
定
着
、
家
庭
学
習
習
慣
な

ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
全
国
調
査
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
結
果
の
詳
細

な
分
析
に
基
づ
い
て
、
教
育

施
策
や
教
育
指
導
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
分
析
等
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
中
学
3
年
生

の
家
庭
学
習
1
時
間
以
上
の

割
合
が
、
小
学
6
年
生
の
時

よ
り
減
少
し
、
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
は
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

各
学
校
が
宿
題
の
出
し
方
や

点
検
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、そ
の
結
果
、

年
々
、
徐
々
に
改
善
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
の

好
事
例
を
広
く
普
及
さ
せ
る

な
ど
、
学
習
習
慣
の
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

主
権
者
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
率
は
42
・
3
％
で
過
去
最

低
を
更
新
し
、
年
代
別
投
票

率
の
抽
出
調
査
に
よ
る
と
、

18
歳
は
28
・
4
％
、
19
歳
は

26
・
6
％
と
全
年
代
の
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
た
。
7
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票

率
は
45
・
1
％
で
過
去
最
低

を
更
新
し
、
年
代
別
投
票
率

を
み
る
と
、
20
～
24
歳
の

27
・
5
％
が
全
年
代
で
最
低

と
な
り
、
18
・
19
歳
が
27
・

7
％
と
次
に
低
く
な
っ
た
。

投
票
率
の
向
上
、
と
り
わ
け

若
年
層
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
県
選
管
を
中
心
に

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
が
、
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
あ
る
。
現
状
に

対
す
る
知
事
の
受
け
止
め
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。併
せ
て
、

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、
岡
山
県
内
の
高
校
で
初

め
て
矢
掛
高
校
に
期
日
前
投

票
所
が
設
け
ら
れ
た
。ま
た
、

真
庭
市
で
は
、
実
際
の
議
場

を
使
っ
て
、
高
校
生
が
身
近

な
地
域
課
題
に
つ
い
て
市
長

な
ど
に
質
問
や
提
案
を
行
う

高
校
生
会
議
が
行
わ
れ
て
い

る
。中
高
生
な
ど
を
対
象
に
、

県
内
各
地
で
若
者
の
政
治
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
矢
掛
町
や

真
庭
市
の
事
例
等
へ
の
評
価

を
含
め
、
今
後
、
主
権
者
教

育
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て

の
問
題
意
識
や
進
め
方
に
つ

い
て
、教
育
長
に
伺
い
た
い
。

【
答
弁
】
伊
原
木
知
事

　
若
年
層
の
投
票
率
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
若
年
層

を
中
心
に
投
票
率
が
低
迷
し

て
い
る
こ
と
は
、
大
変
残
念

で
あ
り
、
民
主
主
義
の
根
幹

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態

に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。
幅
広
い
県
民
の
声

が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
た
め

に
も
、
特
に
若
年
層
を
は
じ

め
、
有
権
者
が
選
挙
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
政

治
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
答
弁
】
教
育
長

　
問
題
意
識
に
等
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
県
立
高
校

で
は
、
県
教
育
委
員
会
作
成

の
実
践
実
例
集
等
を
活
用

し
、
各
学
校
で
工
夫
し
な
が

ら
主
権
者
教
育
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
若
年
層
の

投
票
率
が
低
い
こ
と
は
大
き

な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
選
挙
や
地

方
行
政
を
身
近
な
も
の
と
捉

え
、
主
権
者
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
上
で
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
も

含
め
、
地
域
や
学
校
の
実
態

を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
活
動

が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

2019 年度
学習状況調査

( 学習時間が平日 1 時間以上 )
3 年前

小学校 6 年生：　　　　

現在
中学校 3 年生：　　　　

68.6％

学習時間が減少している

64.6％

矢掛高校に設置された
期日前投票所

真庭市議会で開催された
高校生会議
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知
事
提
案
説
明
要
旨（
抜
粋
）

平
成
30
年
7
月
の
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
被
災
者
の
生
活
と
く
ら
し

の
再
建
に
つ
い
て
は
、
仮
設

住
宅
の
入
居
者
を
対
象
と
し

た
「
再
建
に
関
す
る
意
向
調

査
」
の
結
果
、
最
長
2
年
間

と
な
っ
て
い
る
入
居
期
間
内

に
仮
設
住
宅
か
ら
退
去
す
る

こ
と
が
難
し
い
方
の
中
に

は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
を

抱
え
る
方
も
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
の
延

長
に
つ
い
て
国
と
協
議
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
等
の
復
旧
に
つ

い
て
は
、
河
川
、
道
路
、
農

地
・
農
業
用
施
設
、
学
校
施

設
な
ど
の
被
災
箇
所
の
復
旧

工
事
を
全
力
で
進
め
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
防
災
・
減

災
に
向
け
て
、
河
川
や
砂
防

施
設
等
の
整
備
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
避
難
判
断
に
役

立
つ
水
位
計
や
河
川
監
視
カ

メ
ラ
の
増
設
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
に
向
け

た
調
査
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
倉
敷
ま
き

び
支
援
学
校
で
は
、
2
学
期

か
ら
元
の
校
舎
で
の
教
育
活

動
を
再
開
し
、
通
常
の
学
校

生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
豪
雨
災
害
の
検
証
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県
内

3
箇
所
の
モ
デ
ル
地
区
に
お

い
て
、
今
年
度
中
の
地
区
防

災
計
画
等
の
策
定
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、「
障
害
の
あ

る
人
の
避
難
行
動
セ
ル
フ
プ

ラ
ン
」
作
成
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
、
障
害
者
団
体

や
市
町
村
が
一
堂
に
会
し
、

情
報
共
有
や
課
題
整
理
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
津

山
市
に
お
い
て
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
本
県
の
防
災

力
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

教
育
県
岡
山
の
復
活
に
つ

い
て

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
で
は
、小
学
校
29
位
、

中
学
校
19
位
と
な
り
ま
し

た
。
課
題
で
あ
っ
た
家
庭
学

習
時
間
に
も
改
善
の
兆
し
が

見
え
始
め
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
が
表
れ
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
効
果

検
証
を
行
い
、
課
題
の
解
消

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。地

域
を
支
え
る
産
業
の
振

興
に
つ
い
て

　

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に
つ
い
て

は
、
Ｅ
Ｖ
の
魅
力
を
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多

く
の
方
に
御
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
関
連

企
業
の
研
究
開
発
や
人
材
育

成
、
充
電
設
備
の
設
置
へ
の

支
援
な
ど
、
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に

対
応
し
た
産
業
と
地
域
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を

用
い
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ

い
て
は
、
農
業
へ
の
就
業
人

口
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
応

し
、
農
業
の
生
産
性
を
高
め

る
新
し
い
形
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
2
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
国
の
事
業
を

活
用
し
て
技
術
の
実
証
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
実
証

結
果
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
地
域
へ
の
普
及
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
で
豊
か
さ
が
実
感
で
き

る
地
域
の
創
造
に
つ
い
て

　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、
来
年
4
月
の
改
正

健
康
増
進
法
の
全
面
施
行
に

向
け
て
、
現
在
、
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
さ
ら
な
る
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
県
独
自
の
条

例
制
定
を
求
め
る
要
望
書
を

受
け
取
っ
て
お
り
、
県
議
会

を
は
じ
め
、
県
民
の
皆
様
の

御
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

条
例
制
定
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
来
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
へ
情
報

提
供
や
助
言
を
行
う
な
ど
、

円
滑
な
制
度
の
導
入
に
努
め

る
と
と
も
に
、
保
育
需
要
の

さ
ら
な
る
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
保
育
士
・
保
育
所
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
保

育
所
と
潜
在
保
育
士
の
き
め

細
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う

な
ど
、
引
き
続
き
、
保
育
人

材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
日

常
的
に
集
団
で
移
動
す
る
経

路
の
安
全
点
検
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

交
通
安
全
施
設
等
の
整
備
や

見
守
り
活
動
の
強
化
な
ど
、

各
種
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
、
よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
教
職
員
や
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し

て
実
施
す
る
な
ど
、
一
層
の

対
策
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

提
案
諸
議
案
等
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
件

１
件
（
一
般
会
計
補
正
予
算

額
20
億
1
，
8
0
0
余
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
一
般

会
計
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
7
，
3
6
8
億
7
，

8
0
0
余
万
円
）、
事
件
案

件
6
件
、
条
例
案
件
7
件
、

発
議
1
件
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
、
人
事
案
件
3
件
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請

願
・
陳
情
13
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
採
択
4
件
、
不
採
択

5
件
、
継
続
審
査
4
件
と
な

り
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
岡
山
県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
、
議
会
映

像
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●岡山県議会ホームページ
http://www.pref.
okayama.jp/site/gikai/

●議会映像配信
　(ライブ中継・録画中継)
http://www.okayama-
pref.stream.jfit.co.jp/


